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NTTコミュニケーションズ㈱ 
ネットワーク事業部長

米Juniper Networks
アジア太平洋地域サービスプロバイダービジネス副社長

ます。海外においても日系企業はも

ちろん世界のグローバル企業に対し

て、グローバル規模でのVPNサー

ビスや、グローバルTier1 ISPとし

ての各種ネットワークサービスを提

供しています。2011年からは更に

国内外シームレスにビジネスを拡大

していくという戦略で事業を展開し

ています。具体的なサービスとして

は、オフィスからクラウドまであら

ゆるものを国内外シームレスにつな

ぐ新しいVPNサービス「Universal

One」の提供をアナウンスしまし

た。

一方で、グローバルネットワーク

の本格的な整備にも取り組むことを

計画しています。すでに布石として、

約２年前に日米間の海底ケーブル

「PC1」を保有する会社を買収した

ほか、本年 1月末にはフィリピン、

シンガポール、マレーシア、香港、

日本を最も少ないレイテンシーでつ

なぐ高信頼の新しい大容量光海底

ケーブル「Asia Submarine-cable

Express」の建設開始をアナウンス

しました。また、新しい取組みに加

え、世界各地におけるPOP（Point

of Presence）の構築、さらに海外

データセンターの強化にも力を入れ

ています。こういった物理的な環境

の整備に合わせ、大きく２つのリス

トラクチャリングを考えています。

第１に、統合的なトランスポー

ト・ネットワークを整備します。

伊藤 私どもNTTコミュニケーショ

ンズ（以下、NTTコム）は、IPネッ

トワーク／データ通信サービスやイ

ンターネット、クラウド、コンテ

ンツ配信サービスを中心とした各種

ネットワークサービスを展開してい

クローバルキャリア、Tier1 ISPとして国内外をシームレスにつなぐグローバル規模での各種ネットワークサービスを提供する
NTTコミュニケーションズの伊藤幸夫ネットワーク事業部長と、OTNとパケット・レイヤーを統合する革新的なアーキテクチャに
よるパケット・トランスポート・ソリューション（PTX）によるコアネットワーク変革への貢献を目指すジュニパーネットワーク
スのMatt Kolon副社長に、本格的なクラウド時代におけるキャリアネットワークの在り方について、対談していただいた（編集部）。
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OTN（光伝送網）とPTN（パケッ

ト・トランスポート・ネットワー

ク）を融合した新しいトランスポー

ト・ネットワークを国内外シームレ

スに構築します。次に、このトラン

スポート・ネットワークの上で、音

声・データを統合的に扱う本格的な

IPX（Internet Packet eXchange）

を構築しようと思っています。これ

は、膨大にトラフィックが増えてい

るモバイル系の IP化に伴うデータ

と音声を統合的に扱うと同時に、既

存の音声／データも統合的に扱うネッ

トワークを本格的に展開することを

狙いにしています。もちろん近い将

来、グローバルネットワークのかな

りの部分が IP化することをも視野

に入れた取組みでもあります。

M.Kolon 伊藤さんのお話の中に

あったOTNとPTNを統合する新し

いトランスポート・ネットワークに

ついては、ご指摘いただいたように

私どもジュニパーネットワークス

（以下、ジュニパー）の戦略及び本

年３月にアナウンスしたスーパーコ

ア製品「PTXシリーズ」と直接的

につながる大変興味深いお話でし

た。現在、モバイル端末の拡大、映

像関連やクラウドアプリケーション

の拡大によって、ネットワーク・ト

ラフィックは急増し、しかもトラ

フィックの量、性質、パターンの予

測も困難になっています。ネットワー

ク・トラフィックの爆発的な増加や

サービス拡充に対応するため、サー

ビスプロバイダーは、かつてない性

能の実現とコスト削減を両立しなけ

ればならないという課題に直面して

います。このような課題を解決する

ため、業界では様々なソリューショ

ンが提案されていますが、NTTコ

ム様が取り組まれているOTNと

PTNを統合したトランスポート・

ネットワークは、極めて有効的な解

決策であり、ジュニパーもOTNと

PTNの統合を指向した同様のコン

セプトに基づく製品開発に取り組ん

でいます。これまで、ジュニ

パーを含めルータベンダー各

社は、お客様に対して帯域幅の

問題を解決するために、ポート

数を増やすことを勧めてきま

した。一方、OTNのサーキッ

ト・スイッチベースのコアネ

ットワークはピーク時トラフ

ィックのプロビジョニングが

必要で、爆発的に変動するト

ラフィックには適さないとい

う課題が残ります。ルータ側

のポート数を増やすことと、OTN

の容量を拡大することの両方を行う

ためには大きな投資が必要です。

ジュニパーが現在取り組んでいる

PTXシリーズは、OTNとPTNを統

合する画期的なアーキテクチャに基

づく新しいパケット・トランスポー

ト・システムです。PTXシリーズ

はMPLS（Multi Protocol Label

Switching）技術を用い、パケッ

ト・レイヤー上でOTNとパケット

を融合する革新的なアーキテクチャ

を導入しています。特に、「スーパー

コア」なパケット転送スイッチとい

う位置付けで、革新的なチップセッ

ト「Junos Express」を採用し、

MPLSとイーサネットの最適化に特

化した転送アーキテクチャを基に強

力な機能を実現しています。これま

での常識を覆すポート密度や、スロッ

ト当たり最大2Tbpsの拡張性、コス

ト最適化、高可用性、ネットワーク

簡素化など重要不可欠なコア機能を

搭載しています（図２）。これによ

り動画サービス、モバイルサービス、

クラウドベースなど上位レイヤの
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図1 NTTコミュニケーションズの国内外シームレスへの取組み
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伊藤 PTXの概念に入っているデー

タプレーンやコントロールプレー

ン、MPLSスイッチングといったお

話をうかがって、私自身約 10年前

にジュニパーさんと、MPLSをトラ

ンスポート・ネットワークとして活

用していくことに関して議論してい

たことを思い出しました。当時は、

先ほど言われたように他のベンダー

と同様にジュニパーさんもポート販

売を優先されていたため、なかなか

インプルーブメントは進みませんで

したが、ここにきて製品化に向けて

動き始めたというのは、感慨深いも

のがあります。

私どもはすでに昨年 12月、ワシ

ントンで開催された「MPLS2010」

において、パケット・トランスポー

ト・ネットワーク（PTN）という

概念で、オプティカルレイヤと

MPLSの融合、そしてすべてのトラ

フィックをパケットベースのトラン

スポート・ネットワークで運ぶとい

う取組みについて発表しました。そ

の中で、ステーブルな（安定した）

品質のパケット・トンスポート・ネッ

トワークを実現するには、コント

ロールプレーンとデータプレーンの

分離（C-D分離）を行い、コントロー

ルプレーンのトラブルがパケット

フォワーディングに影響しないよう

にすることが重要であることを強

調しました。またMPLSに関して

は、VPLS（Virtual Private LAN

Service）のようなポイント・ツー・

マルチポイントの機能も必要だとは

思っていますが、私はパケット・ト

ランスポート・ネットワークにお

いては、むしろ Q o S や O A M

（Operation Administration and

Maintenance）、各種測定機能など

運用面での機能が重要だと思ってお

り、こういった機能が充実したトラ

ンスポート・ネットワークによっ

て、論理的な伝送路を構築したいと

考えていました。さらにその下の光

のレイヤに対しても、従来のWDM

のようにバックツーバックの接続で

サービスの部分で目まぐるしく変化

するトラフィックパターンに的確に

対応できるという新しい価値を提

供します。エッジ部分のサービス

と、WDM（Wavelength Division

Multiplexing）という光のコア部分

の効率性をあげることで、ネットワー

クの質と経済性の両立を実現してい

ます。

今後、NTTコムさんのようにで

きるだけ投資対効果が高い形で帯域

幅を拡大することをお考えの事業者

に対して、積極的な提案活動を展開

していきたいと考えています。
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図2 業界初のスーパーコア・アーキテクチャを実現したPTXシリーズ
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はなくて、波長変換機能を持つトラ

ポンレス構成の光スイッチ（OXC）

を用いることによって、波長及び論

理的な伝送路の有効活用を図りたい

と考えていました。すでに、国内に

おいては、MPLS-TPを使って昨年

春から本格的にスタートしていま

す。また、首都圏エリアからOXC

の機能を搭載したWDMの導入を始

めています。こういった実績をベー

スに、冒頭でお話しした国内外シー

ムレスなトランスポート・ネットワー

クを構築したいと考えています。こ

のため、すでにジュニパーさんをは

じめとするベンダー各社との意見交

換を始めております。このような取

組みにより、2013年までには新し

いトランスポート・ネットワークを

構築したいと考えています。

M.Kolon 伊藤さんの言われたよう

にパケット・トランスポート・ネッ

トワークでは、C-D分離による安定

性の確保が極めて重要だと私も思っ

ています。またオプ

ティカルレイヤの統

合にあたっては、光

の波長の有効活用と

パケットの最適化も

考慮しなければなら

ないという点からも、

私どものPTXシリー

ズは極めて有効だと

考えています。ジュ

ニパーでは、PTXシ

リーズの展開にあたっ

て、お客様における

OTNとPTNの融合に関するコン

サルを行う専門チームを編成しま

した。

PTXシリーズは、これまでの製

品と同様にOSにJUNOSを採用し

ています。ハードウェアとソフトウェ

アの機能を独自に組み合わせ、速度、

運用規模、コストを最適化する新設

計を採用しているため、サービスプ

ロバイダーにとってはスーパーコ

ア・ネットワーク環境の管理を効率

化できます。また、PTXシリーズ

をコアルータのTシリーズと連携さ

せることにより、常に変化するトラ

フィックパターンに余裕をもって対

応できる柔軟なコアネットワークを

構築できます。

伊藤 PTXシリーズは、コンセプト

や事業戦略を聞いた限りでは、私ど

もが取り組んでいる国内外シームレ

スなトランスポート・ネットワーク

を構築する際に、期待の持てる製品

だと思います。実際に製品の出荷時

期は、いつ頃を予定していますか。

M.Kolon 来年上半期には最初の製

品をリリースする予定です。最初に

出荷されるPTXシリーズは、8Tbps

の処理性能を持つ P T X 5 0 0 0と

16Tbpsの処理性能を持つPTX9000

です。ラインカードは 1 0G b E、

100GbEのインタフェースを用意し

ています。

私どもも、NTTコム様のグローバ

ルシームレスな新しいトランスポー

ト・ネットワーク構築に是非協力さ

せていただきたいと考えています。
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図3 転送ネットワークにおけるリーダーシップを拡大するジュニパー
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